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２．対象・目的・内容
本市の地場産業である播州織の振興に向け、ブランド力の強化・向上を図るための施策・事業を推進する。地域内
での

年

付加価値を増大することで、地域経済の活性化と基幹産業としての再生を図るための支援として、関係機関や
事業者に補助金等を交付する。
【具体的な事業内容】
・西脇ファッション都市構想の推進
・デザイナー等育成支援

度

（受入事業者への補助金の交付）
・播州織競争力強化支援（研究経費等の一部助成）
・共働作業場（コワーキングスペース）整備支援（整備経費の助成）～H28

事 業 概 要 ・共働作業場（コワーキングスペース）運営支援（

　

運営経費の助成）H29～
・大学生等研修プログラムの推進（研修実施経費の一部助成）
・播州織ジョブフェア開催支援（開催経費の一部助成）
・播州織海外普及研修支援（研修経費の一部助成）～H

１

28
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当

．

援（相談員設置経緯の

事

助成）H29～
・デザ

務

イナー支援としてセミ

事

ナー・講演会等の開催
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平成 算

デザイナー育成支援や試織コストの低減と残糸の利活用によるコスト削減など競争力強化を支援することで、播州
織の最終製品の増加につながり、さらにブランド化の推進となり、地域経済の活性化につながる。
デザイナー育成は５年間で20人の移住を含めた誘致を目指しており、28年度末で約６割を達成している。デザイナ
ー研修生に対し、研修やセミナーを開催し、事業所以外での育成も行っている。試織コストの低減等については、
多品種小ロットに対応できる織物生産システムの実用化や残糸の利活用によるコスト削減の研究を行っている。

６．評価
評 価 事業の優先度(緊急性) 5 事業の必要性 1 実施主体の妥当性 5

１ ポイント 直接のサービスの相手方 2 受益者負担の適切さ 5 市民ニーズの把握 4
事 業 の 継続実施

次 総合評価
西脇

事

ファッション都市構想は、まち・ひと・しごと創生総合戦略の重点プロジェクトの１つの取組である。その中

評 でも特に、デザイナー育成支援事業は最優先課題である。ファッション系大学や専門学生への勧誘を行い、デザ

業

イ

説 明 ナーのUIJターンを促進し、産地へ呼び込み人材育成を行い、産地の課題である最終製品の創出とブランド化を図

価 るとともに、競争力強化に向けたコスト削減等の研究開発などを関係機関や業界と一体となり取組

の

を進める必要が
ある。

評 価 事業の優先度(緊急性) 5 事業の必要性 1 実施主体の妥当性 5

２ ポイント 直接のサービスの相手方 2 受益者負担の適切さ 4 市民ニーズの把握 4
事 業 の 継続実施

次 総合評価

概

評
説 明

要

価

説

播州織競争力強化支援事業については、費用対効果について長期的な観察が必要であるが、「環境をキーワードと
したまちづくり」に通じる事業であり、大きな意義があると考えられる。また、デザイナー育成支援については、
当初の目標人数を既に達成しており、受入事業者に対する本補助金支給の有効性について一定の評価をすることが
できる。デザイナーの呼込み、育成及び定着には、様々な課題があるが、人的なつながりのより一層の強化に努め
ていただき、上方修正された「５年間で20人の育成」という目標の達成に向け、事業の充実を図られたい。

明

５．事業の実績・目

書

標

指 標 名

（

単　位 千円
（西脇市デザイナー育成支援補助金）

２
兼評

説 明 や 数 式

価

補助金額。デザイナーを研修生として受入れ、雇用する事業所に対して補助金を交付。１人当たり１月
につき15万円上限。

説明書）

活 動

2

年 度 平成2

頁

7年度 平成28年度 平成29年度 平成30年

９

度
指 標 目 標 値 27,600 32,500

実 績 値 18,198
① 経 費 （ 千 円 ） 18,198

単位当たりのコスト 1

指 標 名 単　位 千円
（西脇市播州織競争力強化支援事業補助金）

年

説 明 や 数 式
活 動

年 度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度
指 標 目 標 値 2,000 0

実 績 値 2,000
② 経 費 （ 千 円 ） 2,000

単位当たりのコスト 1

指 標 名 デザイナー研修生受入れ人数 単　位 人

説 明

度

や 数 式 年度中に新たにデザイナー研修生として受入れられた人数とこれまでからデザイナー研修生として受入
成 果 れられた人数の合計

年 度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度
指 標 目 標 値 15 18

実 績 値

　

11
① 経 費 （ 千 円 ） 18,198

単位当たりのコスト 1,654.36

指 標 名 残糸の収集数 単　位 個

説 明 や 数 式 織物工場等から不要になった糸を再利用するために収集した数（累計）
成 果

年 度 平成27年度 平成28年度 平

当

成29年度 平成30年度
指 標 目 標 値 2,000 3,000

実 績 値 300
② 経 費 （ 千 円 ） 100

単位当たりのコスト 0.33

初

実績・成果

予

等 の 説 明

2,798

2,798
1

4

2,798
699.5

補助金額。試織コストの低減と残糸の利活用によるコスト削減等の研究を行う者に対して補助金を交付。

デザイナー育成支援

試織コストの低減と残糸の利活用によるコスト削減




